

情報交換会 参加申込書
廃止措置工事の元請会社（廃止措置工事を担当する会社）との情報交換会に参加したく、下記のとおり申し込みます。
本申込書に記載された個人情報および企業情報は、情報交換会開催に係る目的の範囲内で利用（元請会社への情
報開示を含む）されることを理解したうえで同意いたします。

	１．参加確認

	どちらか１つ
○を記載して
ください
	チェック
	参加希望
	以後、記入が必要な項目

	
	
	全体説明会のみ参加を希望
	２，３

	
	
	全体説明会と個別面談会の両方に参加を希望
	２，３，４，５，６


	２．参加企業情報　（全体説明会・個別面談会 共通）

	
	ふりがな
	

	企業名
	

	
	ふりがな
	

	所在地
	〒
	
	

	
	　福井県

	連絡窓口
	ふりがな
	
	所属
	

	
	本店・支店名
	
	役職
	

	
	ふりがな
	
	TEL
	

	
	氏名
	
	FAX
	

	
	
	
	E-MAIL
	

	ホームページ
	http:

	業種
	


	３．参加者情報（全体説明会・個別面談会 共通）

	参加者①
	ふりがな
	
	所属
	

	
	本店・支店名
	
	役職
	

	
	ふりがな
	
	TEL
	

	
	氏名
	
	FAX
	

	
	
	
	E-MAIL
	

	参加者②
	ふりがな
	
	所属
	

	
	本店・支店名
	
	役職
	

	
	ふりがな
	
	TEL
	

	
	氏名
	
	FAX
	

	
	
	
	E-MAIL
	


※1　1社あたりの参加者は２名までとします。
※2　本申込書は、電子ファイル（ＷＯＲＤファイル）のまま、事務局に提出してください。　本申込書の電子ファイル（WORDファイル）は、エネ研ホームページ（http://www.werc.or.jp/）の 「News & Event （お知らせ・イベント）」からダウンロードしてください。
※3　全体説明会のみ参加を希望する場合は、「２．参加企業情報」、「３．参加者情報」まで記載して提出してください。
※4　元請会社との個別面談を申し込む場合は、「４．参加企業情報」、「５．個別面談を希望する対象工事」、「６．『元請会社が求める技術的ニーズ』に対応する自社が持つ技術の概要」も合わせて記入し、添付ファイルを添えて提出してください。
（個別面談会参加希望の企業のみ記載してください）
	４．参加企業情報　（個別面談会希望企業）

	企業名
	
	従業員数
	

	
	
	資本金
	

	添付ファイルの有無
 ※２
	
	　企業案内の添付
 （会社案内パンフレットや自社ホームページのコピー等を電子ファイルにて添付し、○印を付けてください）

	会社概要
	（業務概要）
（主な取扱製品（事業））
（事業所拠点数）＜主な拠点＞



※1　元請会社による全体説明会に出席していない方は、元請会社との個別面談に出席できません。本書を提出の際は「２．参加企業情報」「３．参加者情報」も記入し、提出してください。
※2　本申込書（ＷＯＲＤファイル）と添付書類（ＰＤＦファイル等汎用ソフトで開けるもの）を、電子ファイルで事務局に提出してください。（添付ファイルのファイル名は、何の添付ファイルか容易に判断できる名称にしてください）

※3　説明会当日の面談時間については、希望企業数を勘案して後日事務局にて調整のうえ決定します。
（個別面談会参加希望の企業のみ記載してください）
	５．個別面談を希望する対象工事　（個別面談会希望企業）　原子炉容器外の放射能調査（放射化）

	求められるニーズを確認のうえ、個別面談を希望する対象工事について、該当するチェック欄に○を記載し、次の項目「６．『元請会社が求める
技術的ニーズ』に対応する自社が持つ技術の概要」に記載してください。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子炉容器外の放射能調査（放射化）
	チェック
	工事
番号
	工事項目
	求められる技術的ニーズ

	
	
	(1)
	A1
	コンクリート試料採取
	(1)炉内計測装置配管室、一次遮へい壁、ループ室の試料採取
　　下記 ①、②、③、④、⑤、⑦、⑧

(2)オペレーションフロア以下一般通路、オペレーションフロアの試料採取
下記 ③、④、⑤、⑦、⑧

①高放射線環境下でのチェーンブロック、アイボルト等を使用したコンクリートプラグの開閉作業が滞りなく出来る技能を有していること。
②コンクリートプラグ等に必要となるシール、パッキン類の手配が出来ること。
③被ばく管理に伴う鉛遮へい等（必要時及び作業に適したグリーンハウス、汚染飛散防止エリア）の設定が出来る技能を有していること。（クレーン運転免許,玉掛作業主任者,足場作業主任者）
④放射線に関する基礎的な知識を有し放射線測定器を使用出来る技能を有していること。
⑤鉄筋探査機及び湿式コアボーリング機を使用出来る技能を有していること。
⑦作業に適した足場の架設解体が出来る技能を有していること。（足場作業主任者）
⑧建設業法（機械器具設置工事業）を取得しており、建設業主任技術者を配置出来ること。

	
	
	(2)
	
	
	

	
	
	(1)
	A2
	金属試料採取
	(1)炉内計測装置配管室、一次遮へい壁、ループ室の試料採取
　　下記 ①、②、③、④、⑥、⑦、⑧

 (2)オペレーションフロア以下一般通路、オペレーションフロアの試料採取
　　下記 ②、③、④、⑥、⑦、⑧

①高放射線環境下でのチェーンブロック、アイボルト等を使用したコンクリートプラグの開閉作業が滞りなく出来る技能を有していること。
②コンクリートプラグ等に必要となるシール、パッキン類の手配が出来ること。
③被ばく管理に伴う鉛遮へい等（必要時及び作業に適したグリーンハウス、汚染飛散防止エリア）の設定が出来る技能を有していること。（クレーン運転免許,玉掛作業主任者,足場作業主任者）
④放射線に関する基礎的な知識を有し放射線測定器を使用出来る技能を有していること。
⑥回転工具（電気グラインダー等）を使用出来る技能を有していること。
⑦作業に適した足場の架設解体が出来る技能を有していること。（足場作業主任者）
⑧建設業法（機械器具設置工事業）を取得しており、建設業主任技術者を配置出来ること。


	
	
	(2)
	
	
	

	
	
	
	A3
	試料梱包
	⑨試料の梱包作業に必要な技術系資格（小型移動式クレーン運転士、玉掛作業主任者）を有していること。

	
	
	
	
	試料輸送
	⑩試料の輸送作業に伴う放射性物質（ＲＩ）等の輸送に係る規制に関する知識を有していること。

	
	
	共通
	必要な作業人員を確保できること。

　不測の事態発生にも早急な対応が可能であること。
作業に必要な建設業許可、法令知識があること。
原子力施設における個人の信頼性確認の審査により認定を受けること。
異物管理の運用方法を明確にし、異物混入によるトラブル防止を図ること。


（個別面談会参加希望の企業のみ記載してください）
	５．個別面談を希望する対象工事　（個別面談会希望企業）　新燃料搬出工事その１（新燃料貯蔵庫に保管されている新燃料集合体）

	求められるニーズを確認のうえ、個別面談を希望する対象工事について、該当するチェック欄に○を記載し、次の項目「６．『元請会社が求める
技術的ニーズ』に対応する自社が持つ技術の概要」に記載してください。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　新燃料貯蔵庫に保管されている新燃料の搬出工事
	チェック
	工事
番号
	工事項目
	求められる技術的ニーズ

	
	
	
	B1
	新燃料集合体の収納･梱包･容器の積込作業
	① 燃料集合体（核物質）の取扱に関する知識（臨界管理等）を有していること。

② 燃料集合体の取り扱いが出来る技能を有していること。（関西電力原子力発電所技能認定協議会の認定を取得していること等）

③ 新燃料輸送容器の取り扱いが出来る技能を有していること。（新燃料輸送容器の取扱作業実績を有している、あるいは新燃料輸送容器の取扱訓練を受講している等）
④ クレーン操作、玉掛作業の資格を有していること。

⑤ 足場の組立／解体作業を伴うため、足場主任者を配置することが出来ること。

⑥ 放射線管理専任者または同等の力量を有する技術者を配置することが出来ること。

⑦ 核燃料物質等輸送情報管理体制が整備され、管理規則・管理要領書が制定出来ること。


	
	
	
	B2
	新燃料集合体搬出周辺作業
	④ クレーン操作、玉掛作業の資格を有していること。

⑤ 足場の組立／解体作業を伴うため、足場主任者を配置することが出来ること。

⑦ 核燃料物質等輸送情報管理体制が整備され、管理規則・管理要領書が制定出来ること。


	
	
	共通
	必要な作業人員を確保できること。

　不測の事態発生にも早急な対応が可能であること。
作業に必要な建設業許可、法令知識があること。
原子力施設における個人の信頼性確認の審査により認定を受けること。
異物管理の運用方法を明確にし、異物混入によるトラブル防止を図ること。


（個別面談会参加希望の企業のみ記載してください）
	５．個別面談を希望する対象工事　（個別面談会希望企業）　新燃料搬出工事その２（使用済燃料ピットに保管されている新燃料集合体）

	求められるニーズを確認のうえ、個別面談を希望する対象工事について、該当するチェック欄に○を記載し、次の項目「６．『元請会社が求める
技術的ニーズ』に対応する自社が持つ技術の概要」に記載してください。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用済燃料ピットに保管されている新燃料の搬出工事
	チェック
	工事
番号
	工事項目
	求められる技術的ニーズ

	
	
	
	B3
	燃料輸送容器取扱および燃料輸送容器の積込作業
	① 燃料集合体（核物質）の取扱に関する知識（臨界管理等）を有していること。

③ 燃料輸送容器の取り扱いが出来る技能を有していること。（使用済燃料輸送容器の取扱作業実績を有していること）
④ 重量物（20トン）の取り扱いが出来る技能を有していること。

⑤ 燃料輸送容器（20トン）の輸送が出来る車両を有していること。

⑥ クレーン操作、玉掛作業の資格を有していること。

⑧ 放射線管理専任者または同等の力量を有する技術者を配置することが出来ること。

⑨ 核燃料物質等輸送情報管理体制が整備され、管理規則・管理要領書が制定出来ること。

	
	
	
	B4
	新燃料集合体取扱作業
	① 燃料集合体（核物質）の取扱に関する知識（臨界管理等）を有していること。

② 燃料集合体の取り扱いが出来る技能を有していること。（関西電力原子力発電所技能認定協議会の認定を取得していること等）

⑥ クレーン操作、玉掛作業の資格を有していること。

⑦ 足場の組立／解体作業を伴うため、足場主任者を配置することが出来ること。

⑧ 放射線管理専任者または同等の力量を有する技術者を配置することが出来ること。

⑨ 核燃料物質等輸送情報管理体制が整備され、管理規則・管理要領書が制定出来ること。

	
	
	
	B5
	新燃料集合体搬出周辺作業
	⑥ クレーン操作、玉掛作業の資格を有していること。

⑦ 足場の組立／解体作業を伴うため、足場主任者を配置することが出来ること。

⑨ 核燃料物質等輸送情報管理体制が整備され、管理規則・管理要領書が制定出来ること。

	
	
	共通
	必要な作業人員を確保できること。

　不測の事態発生にも早急な対応が可能であること。
作業に必要な建設業許可、法令知識があること。
原子力施設における個人の信頼性確認の審査により認定を受けること。
異物管理の運用方法を明確にし、異物混入によるトラブル防止を図ること。


（個別面談会参加希望の企業のみ記載してください）
	６．「元請会社が求める技術的ニーズ」に対応する自社が持つ技術の概要(個別面談会参加企業)

	詳細な内容については資料を添付してください
	前ページの「５．個別面談を希望する対象工事」でチェック欄に○をした工事について、元請会社が求める技術ニーズ等に対応する自社の実績、アピールポイント等を以下に記載してください。（複数の工事に○をした場合は、それら全ての工事に対して、自社の実績、アピールポイント等を記載してください。）
（提供できる技術（作業・製品）の内容）
（上記または類似する技術の適用実績）
（所有する関連技術・資格類）

（当該業務の従事者数（うち原子力管理区域内作業経験者数））

（その他　アピールポイント等）

	添付ファイル（元請会社が求める技術ニーズ等に対応する説明資料）の有無   ※２
	
	 上記の記載内容を補足する説明資料の添付
（説明資料、パンフレット等を電子ファイルにて添付し、○印を付けてください）


※１　記載内容について、事務局から事前に確認させていただく場合がありますので、その場合はご協力お願いします。
※２　本書（ＷＯＲＤファイル）と添付書類（ＰＤＦファイル等汎用ソフトで開けるもの）を、電子ファイルで事務局に提出してください。（添付ファイルのファイル名は、何の添付ファイルか容易に判断できる名称にしてください）


添付資料②





提出期限：平成31年1月15日（火）








